
岡道男先生著作 目録

Ⅰ 著 書

1979年 5月 『ギリシア･ローマの神と人間』 (中村善也･松本仁助と共

編)東海大学出版会｡収載論文 ｢ウェルギリウスの英雄像-ト

ウルヌスの死-1

1988年11月 『ホメロスにおける伝統の継承と創造』創文社

1991年 5月 『ギリシア文学を学ぶ人のために』 ㈱ 二助･中務哲郎と共

編)世界思想社

1992年 7月 『ラテン:史学を学ぶ人のために』 納 二助･中務哲郎と共

編)世界思想社

1993年 6月 『世界文学史 ｢ローマ篇｣』 (共著)講談社 ｢粒界史学全集別

巻｣

1995年 4月 瞳リシア悲劇とラテン文劉 岩波書店

Ⅱ 論 文

1959年 3月 ｢英雄伝説として見たヘ-ラクレースのaO入o暮の問題-う喜代近東

文学との関連において-1 脚 7

1962年12月 ｢ゲーテの 『ナウジカア』断片- 『オデュッセイア』との関連

において｣ 同志社大学 ｢人文学｣63

1963年 2月 ｢『詩人』の起源-ラブソードスについて｣ 同志社大学法学
部｢般教養研究会 ｢研究｣1

1964年 2月 ｢ゲーテの 『アキレ-イス』- 『イーリアス』との関連におい
て｣ 同志社大学 ｢人文学｣69

1964年11月 ｢『オデュッセイア』における弓競技の問題｣同志社大学 ｢人
文学｣78

1965年 2月 ｢『オデュッセイア』におけるdpooeJp〔-ホメ-ロス研究にお
ける考古学と文献学の問題｣ 同志社大学法学部一般教養研究

会 ｢研究｣3

1965年 3月 ｢『オデュッセイア』におけるテ-レマコス｣｢西洋古典学研
究｣13
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1967年 2月 ｢『ニーベルンゲンの歌』におけるジーフリトとプリュンヒル
トー素材の精神について｣ 同志社大学法学剖巨億教養研究会

｢研究｣5

1967年 3月 ｢『ニーベルンゲンの歌』におけるジーフリトの死一一モチーフ
の分析｣ 同志社大学 ｢人史学｣94

1968年 6月 一一Achilleusinderllias-'Annuario5,IstitutoGiapo'nesediCultura

1969年 3月 r/ヾトロクロスの死｣｢西洋古典学研究｣17
1970年 一一DielliasunddieHeike-monogatariJ berdieEntstehungelneS

'GroBepos'JrJapanScienceReview,Humalu'sticStudies21

1974年 3月 nliasとAchilleusの怒り｣｢西洋古典学研究｣22
1976年 3月 ｢ホメロスと叙事詩の環｣｢京都大学文学書棚 16

1978年 3月 ｢占代叙事詩の序歌- 『アエネイス』について｣ ｢西洋古典

学研究｣26

1980年 3月 ｢ホメロスのformulaと 『独創性』の問題｣｢京者β産業大学国際
言語科学研究所所報｣Ⅰ-2｡月刊 ｢言語｣大修館 (1980年12
月)に再録

1981年 6月 ｢ホメロスの比倫の言乳 ｢京都産業大学国際言語科学研究所

所艶｣Ⅱ-2
1981年 "Telemachos-Vater"Gnomosyne.FestschrljtjurWalterMarg

zum70.Geburtstag･Miinchen

1982年 3月 ｢ホラティウスC.3.4の 『統一性』｣｢二古典古代における伝統の
継承と革新｣(昭和56年度科研費研究成果報告者)

1984年 3月 ｢プロベルティウスと神話一一づ.14;2.15の解釈をめぐって-1

｢ギリシア･ローマネ幅 の形成と変質｣(昭和58年度科研費研
究成果鞭賢者)

1984年

1986年 7月

1988年 3月

1988年

｢キケロの 『国家』論-その指導者像 (2.51)をめぐって｣

｢法制史研究｣34

｢アンティゴネとクレオン｣｢古代史他 38-7
｢ホメロスの独創性-『イリアス』と 『城市を滅ぼすアキレウ

ス』1 円郵羊古典学研究｣36
■-NOXMIHICANDIDA.PROPERT.2,15ANDCATULL.68M

FilologiaeFormeLetterarie･StudiOHertiaFrancescoDelta

CoT･tem.Urbino
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1990年

1990年 6月

1991年 1月

1992年 3月

1992年 6月

1995年10月

1997年 4月

1999年 7月

2000年 3月

2000年 3月

f-Achill,derZerstOrerderStadt(<ptoliporthos>)一一℃ineNeuerung
deslliasdichters"AntikeundAbendlandXXXVI

｢『オイデイブース王』解説Ll岩波書店 ｢ギリシア悲劇全集｣3
｢『ヒケティデス』解説｣岩波書店 ｢ギリシア悲劇全集｣2
｢ヘシオドスの神話と叙述技法-ガイア､テユポエウス､ティ

タノマキア､ムーサイ｣ ｢ギリシア･ローマ神話の宗教性と

文芸性の研究｣(平成3年度科研費研究成果報告書)
｢ソポクレースについて一人間 ･神 ･運鈴｣岩波書店 ｢ギリ
シア悲劇全集別巻｣
｢古代ギリシアの 『面』｣｢武重川女子大学生清美学研究所紀
要｣5

｢キケロ- 『国家について』｣｢言葉｣1
｢『オイデイブース王』716(iv)､730(TTPdく)に関する一
考察｣｢西洋古典論集｣16
｢『オイデイブース王』再考｣｢西洋古典学研究｣48
｢古代ギリシア人の人間観｣女郎旨猫協大学一般教養書β｢人間学

研究｣3

Ⅲ 翻 訳

1960年 5月 エウリピデス F狂えるヘラクレス』人文書院 ｢ギリシア悲劇全
集｣3

1965年 1月 エウリピデス ｢フェニキアの女たち』筑摩書房 ｢世界古典文学

全集｣9

1968年12月 マ-)レクス ･キケロ- 『国家について』 (-) ｢同志社法到
108

1969年 1月 マールクス ･キケロ- 『国家について』 (二) ｢同志社法学｣
109

1973年11月 A.ボナール 『ギリシア文明史 Ⅰ』 (田中千春と共訳)人文穿院

1975年 3月 A.ボナール 『ギリシア文明史 Ij (田中千春と共訳)人文き院

1975年 5月 A.ボナール Fギリシア文明史Ⅲ』(田中千春と共訳)人文書院

1978年 5月 アイスキュロス 『縛られたプロメテウス』講談社 ｢世界文学全

集｣2

テレンティウス 『ポルミオ』講談社 ｢世界文学全集｣2
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1982年 6月 アポロニオス 『アルゴナウテイカ』講談社 ｢世界文学全集｣1｡
講談社文芸文庫 (1997年 8月)

1985年 5月 アリストテレース 『詩学』 納 二助と共訳)世界思想社

1990年 6月 ソポグレース 『オイデイブース王』岩波書店 ｢ギリシア悲劇全

集｣3

1991年 1月 アイスキュロス 『ヒケティデス｣｣嘆願する女たち一月 岩波書店

｢ギリシア悲劇全集｣3

1991年 9月 J.Jノマッハオーフェン 『母権論 1』 (河上倫逸と共監訳)みす

ず書房

1993年 7月 J.∫.バッハオーフェン 『母権論 2』 (河上倫逸と共監訳)みす

ず書房

1995年 2月 J.J.バッハオーフェン 『母権論 3』 (音吐 倫逸と共藍訳)みす

ずき房

1997年 1月 アリストテレース 『詩学』㈱ =助と共訳)･ホラーティウ
ス 『詩論』岩波文庫

1995年 5月 キケロ- 『国家について･法律について』岩波書店 ｢キケロ-

選集｣8

Ⅳ エッセイ

1957年10月 ｢ことばのき儒i理性｣｢架構｣2
1958年 7月 ｢英雄の怒り-英雄叙事詩における伝統と創造｣ ｢華僑｣3

1960年12月 ‖JapanentdecktEuropa1---つieklassischePhilologiealsB畑cke

desVerstAndnisses'-StuttgarterZeitung(NisukeMatsumotoと共

同執筆)

1971年10月 ｢占代ギリシャの吟遊詩人｣｢伝統と現代｣ll
1972年 2月 R申請一一暖味な日本の神と人間､絶好的なギリシャの神の座｣

｢エポック｣1972-2

1972年 4月～1973年 3月 ｢ギリシア･ラテン語あらかると｣観
研究社 (12回連較) rLabyrinth『迷宮』について｣｢『海』
について｣｢博物の名について｣｢『時制』について｣｢翼を
もつ言葉｣rJinxについて｣｢Simileについて｣rAmazonにつ
いて｣rBarbarianについて｣rl中々 の言葉｣｢黄金時代｣ ｢韻
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1974年 1月

1975年2月

1978年11月

1980年12月

1982年7月

1984年 5月

1993年 3月

1993年 5月

1994年10月

1998年 6月

1999年 7月

1999年 9月

2000年 7月

律について｣

｢ギリシア神話について｣｢親代英語教育｣研究社
｢プラトンにおけるホメロスの引用｣岩波書店 ｢プラトン全

集｣10月報

｢ぶどう手酷 の海｣｢地中海学会月報｣14
｢竪琴と笛｣｢日本ギリシャ協会会報｣15
｢セイレンの歌とオデュッセウス｣ReportKumagai65｡ 『地

中海文化の旅 (1)』河出文庫 (1990年6月)に再録

｢ギリシア悲劇の味わい方｣京都演劇教室 ｢ぱあとなあ｣15

｢項世の制限超えダイナミックに変化 (ギリシャ･ラテン文

化 ｣｢無限大｣93｢特集 幸福の条件｣日本アイ･ビー･エ
ム株式会社

｢随想『20年目』｣｢日本ギリシャ協会20年のあゆみ｣
｢老いの閥に立つ｣京大以文会 ｢以文｣37

｢真実のことばと偽りのことぽ こ古代ギリシアの場合｣ 吉田

金彦編 『ことばから人間を』昭和堂
｢虐待される日楓 姫路猫協大学付属図書館報 ｢きざそう｣
17

｢『カルネアデースの板』とキケロ-｣岩波蓄店 ｢図書｣605

｢トロイア戦争と(叙事詩の環)｣週刊朝日百科 ｢世界の文
学｣51

Ⅴ 創 作

1973年11月 ｢新プルターク英雄伝 デモステネス｣｢歴史と人物｣3-ll

Ⅵ 口頭発表

1958年11月 傾雄伝説として見たヘ-ラクレースのaO入｡-の問題｣日本西洋

古典学会第9回大会

1963年11月 ｢ゲーテの 『アキレ-イス』｣日本独文学会京都支部会
1968年 6月 r/ヾ トロクロスの死｣日本西洋古典学会第19回大会

1979年6月 ｢ホメロスのformulaと 『独創性』の問題｣日本印欧言語学研究

者専門会議

-7-



1980年 6月 ｢ホメロスにおける比倫の言語｣第2回日本印欧言語学研究者専

門会議

1983年10月 ｢キケロの国家劉 法制史学会第31回研究大会

1985年 5月 ｢西洋古典と中村善也利 中村善也教授追悼会､於､京都府立

大学

1985年10月 ｢ギリシア悲劇とアリストテレスの 『詩学』｣同志社大学英文
学会

1986年 6月 ｢古代ギリシアに 『博物館』はあったか十京大文学書騨鞘グ館竣
工に際して｣ 於､京者防学文学部

1988年 3月 ｢田中秀央先生と日本の西洋古典学｣京都文化研究会､於､京

都大草史学書匝博物館

1991年 6月 ｢ギリシアの知の 『宝庫』｣第15回地中海学会大会｡Mare
Nostrum (地中海文化研究会研究報告)Ⅳ (1992年3月)所収

1993年 3月 "TheconditionsorhappinessinthearchaicageorGreece"ⅠIAS

SymposiumonTheStateorHapplneSS,KyotoCenturyHotel

1994年 5月 ｢盲代ギリシアの面｣武庫川女子大学生活美学研究所第34回研

究会

1994年11月 指代ギリシアの神と人間｣第67回名誉教授懇談会､ .於､御車
会館

1998年11月 ｢古典ギリシア文学｣エリニカ20周年祝賀会､於､北浜三井

ガーデンホテル

Ⅶ書 評
1956年 3月 F.Prader,SchillerundSophokles.Zmich1956｢美到6-4
1957年 3月 D.Page,TheHomericOdyssey.Oxfわrd1955｢西洋古典学研究｣

5

1958年 3月 W.Kullmann,DasWirkenderGbtterinderllias.Untersuchungen

zurFragederEntstehungdeshomerischen'Gbtterapparat'･Berlin

1956｢商洋古典学研究｣6

1963年 3月 R.Westman,Da月FuturpartizipalsAusdmcksmittelbe主Seneca.

Helsinki1961｢西洋古典学研究｣ll

1964* 3月 E.Grumach,BibliographiederKretischenEpigraphik(machdem

standevon31,Dezember1961).MiinchenundBerlin1963｢西洋
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古典観 12

1965年 3月 K.Reinhardt,DieIliasundihrDichter.hrsg.vonU.HOIscher.

GOttingen1961｢西洋古典学研究｣13

1965年 3月 G.S.Kirk,ThtSongsofHomer.Cambridge1962｢西洋古典学研

究｣13

1967年 3月 G.Kurz,DarstellungsfbmenmenschlicherBewegunginderllias.

Heidelberg1966脚 15

1967年3月 藤縄謙三 『ホメロスの世界』至誠堂新書 1965｢西洋古典学研

究｣15

1968年3月 LR.Palmer,J.Chadwick,edd.,CambridgeColloquiumonMyce-

naeanstudies.Cambridge1966｢西洋古典学研究｣16

1968年3月 E.A.S.Butterworth,SomeTracesofthePre-01ympianWorldin

GreekLiteratureandMyth.Berlin1966｢西洋古典学研究｣16

1969年 3月 A.Barton芭k,ed.,StudiaMycenaea,ProceedingsoftheMycenaean

symposiumBmoApril1966.UniversitaJ.E.Purkyn昌｢西洋古典
学研究｣17

1969年3月 E.Grumach,BibliographiederKretisch一mykenischenEpigraphik,

supplementI(1962-65).M血chen1967｢西洋古典学研究｣17

1970年 3月 J.A.Davison,FromArchilochustoPindar.PapersonGreekLiter-

atureoftheArchaicPeriod.London1968｢西洋古典学研究｣18

1971年 3月 B.Fenik,TypicalBattleScenesinthelliad.StudiesintheNa汀ative

TechniquesorHomericBattleDescription.Wiesbaden1968｢西

洋古典学研究｣19

1972#3月 D.Lohmann,DieKompositionderRedeninderIlias.Berlin1970

｢西洋古典学研究｣20

1972年 3月 藤縄謙三 Fギリシア神話の世職 新潮社1971｢西洋古典学

研究｣20

1975年3月 W.Nicolai,KleineundgroJ3eDarstellungseinheiteninderIlias.

Heidelberg1973｢西洋古典学研究｣23

1979年 3月 W.schadewaldt,DerAufbauderIlias.StrukturenundKonzep-

tionen.Frankfurta.M.1973｢西洋古典学研究｣27

1983年3月 A.Thil,AIJERABILLO.Recherchessurl-imitationdansla
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poesiepersonnellea1-6poqueaugusteenne.Paris1979｢西洋古典

学研究｣31

1984年3月 Th.Be汀eS,DieEntstehungderAeneis.Wiesbaden1982｢西洋古

典学研究｣32

1992年 3月 A.Schmitt,SelbstandigkeitundAbhangigkeitmenshlichen

HandelnsbeiHomer.HermeneutischeUntersuchungenzur

psychologieHomers.Stuttgart1990｢西洋古典学研究｣40
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